
研究主題

項目 達成状況 改善方策 自己評価 評価

令和6年度 安芸市立安芸第一小学校　学校評価自己評価書

学校教育目標

①授業力チェックシート3.2○
②全国・市版（全国比以上）
県版（県比以上）
・全国学調：６国○＋0.3　６算○＋0.6
・県版学調：４国○　４算▲
５国▲　５算○　５理▲
・安芸市版学力調査：全学年全国平均以上
１国○　１算○　２国○   ２算○
３国○　３算○　６国○　６算○

○各校内研修計画通り実施
○ICT機器の授業での活用「ほぼ毎日」活
用100%

・学習指導要領に基づいた教材
研究と教材分析力を高める研究
の継続
・表現力の育成（文章に書く・
言葉で伝える）
・教員が見て学ぶ、見てもらっ
て学ぶための「学びウイーク」
の継続
・学力の定着が難しい児童への
支援（学習方法の検討・加力指
導等）
・個別最適・協働的な学びの推
進

B B

・家庭学習の手引きの作成と継続
的な指導
・家庭学習強化週間の設定（年２
回）
・家庭学習調査の実施・分析→学
年の目標時間を達成している児童
の割合が増えている
・家庭学習におけるタブレットの
活用範囲を広げる

・「学びウイーク」学期に１回実
施
・ブロックでの学習交流→表現す
る場の設定
・ブロック研全員実施
・タブレットやデジタル教材を効
果的に活用した授業の推進を図る
→ICT機器を授業で「ほぼ毎日」活
用している教員の割合１００％
・ICTの効果的な活用のための実践
交流：夏季休業中に実施
・学力調査の早期分析・共有・取
組・取組の進捗確認

・体力・運動能力向上プログラムの活
用が100%にも関わらず、体力の向上
がない場合、他の原因もあるのでは？
・運動が好きな子ども９２％を生かし
て、体育朝礼の充実を図っていただき
たい。子どもの要望を取り入れること
も大切。
・市をあげて取り組まないと改善は困
難か？！毎朝少しずつでも体操なりエ
クササイズを実施していくことが必
要。
・始業前や休み時間に運動しているの
を見かけるが、全体的には少ないのだ
ろうか。
・生活環境や生活習慣など、日常的に
体を動かす機会が少なくなっている。

・年間を通じた運動メニュー（授
業始め→ランニング→リズムジャ
ンプ・準備体操）の実施
・２回目体力テスト（５０M走・
反復）全国以上
・「わたしたちの体育」の活用  １
００％
・体力・運動能力向上プログラム
の活用 １００％
・体育アンケート：運動が好き
９２％
・体育朝礼に実施：年6回

B

・１学期から２学期への毎日の宿題及
び自主学習の増加は評価できる。
・目標達成がしっかりと認められる。
褒める→認めてもらえる→意欲がわく
→学力向上　子ども一人一人に応じた
取組を引き続きお願いしたい。
・携帯の扱いが良し悪しのポイント。
大変だがここの取組強化をお願いした
い。
・改善傾向である。
・それぞれの短期目標が達成できてい
る。

B

確
か
な
学
力

健
や
か
な
体

○各教科、各単元で身に付
ける力の確認、ゴールから
設計する授業構成
○語彙力・表現力の向上
（漢字・用語の活用、読書
指導、表現する場の設定）
○ICTの効果的な活用

○学年相応の量の調整
○自主学習の評価活動
○強化週間の設定

①授業力チェックシー
ト3.2以上
②全国・県版・市版学
調各学年前年度を１ｐ
以上上回る
⇒前年の資料がない学
年（１年）、調査の種
類が変わる（市版から
県版、県版から全国な
ど）学年があるため、
目標を全国比以上に修
正

①就寝時刻遵守67.7％○
②ノーメディア達成率80.3％○
⇒１学期は火曜日に固定していたが、家庭
の事情（習い事など）に配慮し、２学期よ
り各家庭でネット休みの日を設定して取り
組んだ

○生活リズム調査分析検証年３回実施
○担任・養護教諭による生活指導年３回実
施
○各種通信による保護者への啓発

・調査結果の傾向を基に、重点
的に取り組む内容を決める
・家庭に取組の目的や目標、結
果を伝え、連携した取組を行う
・SNS等の適切な使用について
学習の場を設け、必要に応じて
個別の指導を行い、ネット依存
の防止に努める

①毎日宿題１学期86％→２学期98％○
②自主学習７７％→82.2％○
③計画的に学習70%→87.5％○

○１回目よりも２回目が３項目とも向上
○各学年の目標時間達成も１回目より２回
目が１％増加
○家庭学習におけるタブレットの活用は、
オフラインでのみ行っている
▲家庭学習カードの提出ができてない児童
もおり、正確さに欠ける評価となっている

１　個別最適・協働的な学
びの一体的な授業づくりの
推進
①授業力チェックシート
3.3以上
②全国・県版・市版学調：
全国平均以上を継続する

２　家庭学習の充実
家庭学習調査：
①毎日宿題９５％
②自主学習８５％
③計画的に学習８５％

１．体力の向上
①全国体力・運動能力調査
６項目全国平均以上

２．生活リズムの確立
①就寝時刻遵守６５％以上
②ノーメディア達成率６
５％以上

・家庭学習の充実を図るため、
予習の仕方や自主学習の指導を
行う
・タブレットを活用した家庭学
習の充実を図る（市教委で環境
整備されたのち）
・家庭学習強化週間の周知徹底
を行う

１．体力の向上
①全国体力・運動能力
調査
男子４項目、女子５項
目全国平均以上

・生活リズム調査分析・検証年３
回
・担任・養護教諭による生活指導
の実施年３回
・各種通信による保護者への啓発
年３回

B B

①全国体力・運動能力調査（５年）
然８項目中
男子：全項目全国平均以下▲
女子：７項目全国平均以下▲

▲年間を通じた運動メニューの実施83.3％
○「わたしたちの体育」活用100%
○体力・運動能力向上プログラムの活用
100%
○体育アンケート：運動が好き92％
○体育朝礼計画的に実施中

・体力テストの結果を受け、効
果的な運動について、体育チー
ムから提案し、各学年実践して
いく（体育・運動能力向上プロ
グラムを参考に）
・授業時間における運動量の確
保（待ち時間の削減等）
・体育朝礼の内容を、日々の運
動量増加につながるものにして
いく

C C

人間性豊かな自立に向かう児童の育成～学びの自立・心の自立・生活の自立～

関係者評価書

・全国平均以上であるのは評価でき
る。目標値に達していない学年の原因
分析を詳しく行う必要がある。
・楽しい授業→わかる授業→さらに学
びたいと意欲がわく授業を目指して
個々に応じた地道な計画をより一層お
願いしたい。
・おおむね良好。更なる上積みを。

学びの自立をめざして～自ら考え、表現できる児童の育成～

・家庭での取組が大きいため、各種通
信による保護者への啓発を続けてほし
い。
・保育からの生活も関係してくると思
うので、家庭の協力が不可欠。専門家
の講演も必要。
・目標は達成。
・メディアとの関わり方のコントロー
ルが重要。

①毎日宿題９０％
②自主学習８０％
③計画的に学習８０％

○体育科の授業改善・日常
生活の中での運動量確保
（外遊び・体育朝礼）

具体的な取組及び評価指標中期目標＜３年後の到達目標＞ 行動指針＜３年間の取組方針＞ 短期目標＜本年度＞

２．生活リズムの確立
①就寝時刻遵守６３％
以上
②ノーメディア達成率
６０％以上

○生活習慣・メディアに関
する意識改革のための取組
（あき元気っこカード、
ネット休みの日）
○養護教諭・栄養教諭によ
る保健指導、食に関する指
導、個別の生活指導



３．保小中連携
①保小中の教職員が、
連絡会や研修会を通し
て連携を密にし、相互
理解や実践を深めるこ
とができている

１．豊かな心の育成
①道徳意識調査：自分には
よいところがある肯定的回
答割合の向上

２．生徒指導・特別支援教
育の充実
①Ｑ－Ｕアンケート：学校
生活満足群全校平均７０％
以上
②不登校・不登校傾向児童
の減少

A

・道徳の公開授業を行う
・家庭と連携した「高知の道
徳」の活用を進める
・学級活動、係活動の充実を図
り、一人一人が活躍できる場を
整える
・いい所見つけや異学年交流、
縦割り班活動を活性化させ、
様々な人と関わることで仲間意
識や自己肯定感を高めていく

①Ｑ－Ｕアンケート：学校生活満足群
71.8％○
②新規不登校４名（１２月末段階）▲
○各アンケートの実施・分析・検証年２回
実施
○UDチェック分析・検証年２回実施２回目
６項目中５項目向上１項目同値（評価の工
夫）
○定期的な支援会や必要に応じて臨時に行
う支援会等早期にチームで対応してきた

・学校が楽しいと思えるよう、学
校・学級のルールの定着を図る
・児童主体の学級活動、学校行事を
実施する
・不登校（不登校傾向）の児童に対
しては、関係機関とも連携し、早期
にチームで対応していく
・各アンケートの実施、分析、検証
・サポートルーム（仮称）の設置

C

・不登校児童の対応は現状の人員だけ
で足りているのか検証してみてはどう
か。
・不登校児童について、保・小・中と
連携を取りながら、子どもの居場所づ
くりもさらに進めてほしい。
・難しい問題だが、更なる取組をお願
いする。

B

・学校での活動全般、道徳、学級活動
を通して、自他を認め合う場の設定
→帰りの会等でのいい所見つけ実施１
００％
→集会や掲示板等の活用年２回以上
・自己有用感を高める取組の充実
→全校共通の学級活動の実施年３回
→係活動の実施１００％
→縦割り班活動の充実、集会年３回以
上

・アンケートを用いた予防的生徒
指導の実施
→Ｑ－Ｕ、学校生活アンケート：
分析・検証各年２回
・合理的配慮を考える視点を持っ
た教員の育成
→UDチェック分析・検証年２回
・不登校傾向児童の早期発見
→支援会による早期対応実施
100%

①道徳意識調査：自分にはよいところがあ
る75.4％○

○いい所見つけの実施100%
○集会や掲示板の活用年２回以上実施
○自己有用感を高めるための学級活動年３
回実施
○係活動の実施
○縦割り班活動３回実施予定（３回目２月
１４日予定）

・異学年交流、縦割り班活動活性化等、仲
間意識や自己肯定を高める活動を今後も続
けてもらいたい。
・多様な考え方を踏まえた道徳意識を育て
てほしい。友達同士認め合い、褒め合う学
級づくりを。
・自尊心、自己肯定は大事なので、継続を
お願いする。
・家庭での取組、協力が重要。異年齢や地
域との交流なども有効だと思う。

B

１．不祥事を生じさせない
職場風土づくり
①具体的事例を挙げての服
務研修の実施
②不祥事チェックリストの
実施

不
祥
事
防
止
等

４．家庭・地域との協働体
制の確立
①参観日、学校行事等への
平均参加率８５％以上継続
②学校評価アンケート
保護者「保護者地域の意見
を聞き、学校運営に生かし
ている」肯定群８５％以上
③地域学校協働本部事業年
間４５回以上

○各種通信、すぐーる等で
の情報提供による参加促進
○年間活動計画に沿って実
施

基
盤
と
な
る
体
制
等

①時間外在校時間月４５時間以内遵守
51%○　削減時間（昨年比）９％削減
▲定時退勤日月１回設定は実効性がなかった
○会議削減等に向けた取組は進行中
▲夏季休業中に１０日以上休暇を取得した教
員の割合88%（指定事業に係る研修会参加の
ため取得できなかった者２名）

B

○家庭や地域と連携した学
校安全の取組の充実を図る
○「高知県安全教育プログ
ラム」に基づく防災を中心
とした安全教育・安全管理
の充実を図る

１．働き方改革
①時間外在校時間が月４５
時間以内を遵守できた教員
の割合が増加している

２．防災・安全教育
①あらゆる災害を想定し、
児童が自らの命を守るため
に必要な知識・技能を身に
付け、それを確認できる授
業や訓練が実施できている

３．保小中連携
①保小中の教職員が、連絡
会や研修会を通して連携を
密にし、相互理解や実践を
深めることができている

１．働き方改革
①時間外在校時間が月
４５時間以内を遵守で
きた教員の割合５５％
⇒５０％に修正

○タイムマネジメント力の
向上
○校務支援員の活用

２．防災・安全教育
①あらゆる災害を想定
し、児童が自らの命を
守るために必要な知
識・技能を身に付け、
それを確認できる授業
や訓練が実施できてい
る

B

豊
か
な
心

・年２回の連絡会実施
・夏季休業中の保育所訪問及び研
修会の実施
・連携教育研究会（小中連携）で
の実践交流及び共通課題への取組

・メール配信システム「すぐー
る」等を活用し、情報提供を行
い、保護者の利便性を高める
・地域コーディネーターとの連携
強化
・学級通信・学校だよりの発行
・学校運営協議会年３回の開催

・服務研修　学期に２回
・不祥事チェックリスト学期に１
回
・ブロック会・メンター会を活用
し、支援し合える職場づくりを行
う
・不祥事防止委員会学期に１回
・学校運営協議会への報告・協議

・風通しのよい職場風土づくりは、そのま
ま風通しのよい学校（生徒）づくりとなる
と思うので、頑張ってよい職場を形成維持
してもらいたい。
・ストレス発散の場づくり、一人で悩みを
抱え込まない職場づくりを。

・時間外労働の削減がある程度できている
のはよいことだが、それと同時に教員の自
己啓発や育成の時間確保も重要である。十
分に時間がとれているか。
・先生が笑顔で元気でいられないと児童も
安心して学習を進めることはできない。先
生もストレスをためないように、風通しの
良い職場づくりを推進してほしい。
・早期の改善は難しいと思うが、少しずつ
でも負担軽減を！

・防災訓練等安全教育に関しては、かなり
しっかりできていると思える。
・学校一丸となって発達状態に応じた防災
活動を進めてきている。特に５年生の取
組、発表は素晴らしい。次の学年にもしっ
かりとつなげてほしい。
・防災、安全教育はやってやりすぎはない
と思うので、積極的に実施していただきた
い。
・災害を想定した訓練や知識を身に付ける
ための授業が実施できている。
・PDCAサイクルで意識向上を進めてほし
い。

・子ども同士の交流を、ぜひとも実行して
もらいたい。
・児童数減少の中、子ども同士の交流は大
切である。チーム安芸で取組を進めてほし
い。
・計画的に研修、情報交換ができている。
・少子化や個別支援、保小統合など、増々
の連携が必要だと思う。

・メール配信システムによる情報提供を
行っているが、学校のホームページ上での
リアルタイムの情報提供等できるようには
ならないか。
・すぐーるの取組をさらに強化し、続けて
ほしい。
・メール配信システムを活用し、保護者へ
の迅速な対応ができている。
・学校には情報発信等を積極的に行ってい
ただき、協働体制づくりを進めてほしい。

・家庭・地域・関係機関等と連携
した安全教育の実施（防災DAY
キャンプ・講演会・研究授業等）
・防災アンケート「地震が起きた
とき、自分で判断して身を守る行
動ができる」肯定的回答１回目よ
り２回目向上

・定時退勤日の設定（月１回）
・学校行事・会議削減・効率化に
向けた検討会（研推）の開催学期
に１回
・夏季休業中に１０日以上休暇を
取得した教員の割合９０％

・定時退勤日を限定せず、週の
中で自分で設定する
・校務支援員、会計年度職員の
更なる活用
・会議の効率化

B

①参観日・学校行事への参加率86%○
②学校評価アンケート：保護者「保護者地域の意
見を聞き、学校運営に生かしている」肯定群
78%▲（昨年度と同じ）
③地域学校協働本部事業年間４０回（１月末時
点）○
○メール配信システム「すぐーる」等を活用し、
迅速かつ確実に保護者に情報を伝えることができ
た。
○地域COとの定期的な情報交換実施
○学級通信の発行回数増加
○学校運営協議会年３回実施予定（３回目２月２
５日予定）

・すぐーるのアンケート機能を
活用することで、学校評価の回
答率も向上している（今年度
４％増）今後も積極的に情報提
供ができるようにする
・地域COを窓口に、地域との連
携を増やしていく（総合的な学
習の時間等）
・アンケートの声を学校運営に
反映できるよう、PTA・学校運
営協議会ともさらに連携してい
く

B B

・今年度作成した年間計画を来
年度も実施していく
・地域との合同避難訓練の継続
・不安を解消するためにどうす
ればいいかといった「問題意
識」をもたせ、減災や防災に主
体的に取り組む児童を育成する

①各学年の防災に関する授業・避難訓練・防災Ｄ
ＡＹキャンプ、児童の学びの発信等計画的に実施
できた○
▲防災アンケート「地震が起きたとき、自分で判
断して身を守る行動ができる」肯定的回答１回目
より２回目－10.3
⇒災害や避難行動を学ぶことによって、かえって
避難が無事にできるだろうかという不安感が強
まっていると考えられる

A

B

○風通しの良い、不祥事を
生じさせない職場風土を構
築するとともに、教育公務
員として法令遵守の意識を
高める

１．豊かな心の育成
①道徳意識調査：自分
にはよいところがある
７５％

２．生徒指導・特別支
援教育の充実
①Ｑ－Ｕアンケート：
学校生活満足群全校平
均６３％以上
②不登校・不登校傾向
児童の減少：新規不登
校０人

４．家庭・地域との協
働体制の確立
①参観日、学校行事等
への平均参加率８５％
以上
②学校評価アンケート
保護者「保護者地域の
意見を聞き、学校運営
に生かしている」肯定
群８０％以上
③地域学校協働本部事
業年間４０回以上

１．不祥事を生じさせ
ない職場風土づくり
①具体的事例を挙げて
の服務研修の実施
②不祥事チェックリス
トの実施

○学校の活動全般や道徳、
学級活動を通して自他を認
め合う場の設定
○家庭と連携した道徳教育
の推進

○どの子にも「分かる」
「できる」ユニバーサルデ
ザイン（UD）に基づく授業
づくりの取組
○専門機関との継続的な連
携を図る

○架け橋期のカリキュラム
をもとに、幼児期の子ども
の経験や学びのつながりを
意識した教育を実施する
○９年間を見通した学校間
連携を推進する

①学期に２回の不祥事防止研修実施○
②不祥事チェックリストの実施○

○不祥事防止に関するアンケートの実施
⇒自分事として考え、職場で共有していく
○不祥事防止委員会学期に1回実施
○学校運営協議会への報告・協議実施

・不祥事を起こす要因となるも
の（多忙化・孤立等）を排除す
るよう、助け合い・学びあえる
職場風土を築いていく
・学年会、ブロック会、メン
ター会等小グループの関わりの
中で、困り事や心配事を言える
場を作る

B B

①計画的な研修と必要に応じた情報交換が
できている○
○保・小年２回の連絡会実施（２回目２月
２１日予定）
○夏季休業中の保育所訪問及び研修会の実
施
○小中連携予定通り実施

・保小連携では、教職員間の連
携だけでなく、子ども同士の交
流を企画していく
・小中連携では、情報交換を密
にし、部会ごとの取組を充実さ
せていく

B




